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奈
良
市
附
近
の
巨
樹
と
名
木

一
面
白
緒
あ
る
郷
土
の
歴
史
を
語
り
、
延
い
て
は
愛
郷

心
愛
園
心
の
源
泉
と
怠
る
絶
好
の
記
念
物
で
あ
る
。
仮
令
名
木
と
稿
せ
ら
れ
る
も
の
で
も
．
若
し
そ
の
樹
が

一
定
の
樹
齢
を
重
ね
て

凡
そ

E
樹
と
名
木
と
は
墜
術
上
貴
重
友
参
考
資
料
で
あ
る
の
み
友
ら
ナ
、

ゐ
な
い
と
、
異
の
よ
さ
や
、
一
切
泌
さ
が
現
は
れ
友

い
の
が
常
で
あ
る
。
平
凡
た
雑
木
で
も
多
年
風
雨
に
曝
さ
れ
て

1

．
而
も
平
然
た
る

E
樹
で
あ
る
と
、
五
口
々
は
此
の
樹
に
近
づ
く
だ
け
で
も
．
何
と
た
く
そ
の
樹
に
紳
や
‘
五
口
々
の
祖
先
の
霊
魂
が
宿
っ
て
ゐ
る
か
の
感

が
起
り
．
自
ら
敬
度
な
気
持
が
湧
き
．
崇
敬
の
念
に
打
た
れ
る
ο
賓
に
五
樹
は
如
何
に
科
撃
の
力
を
以
て
し
て
も
一
朝
一
夕
に
形
成

さ
れ
る
も
の
で
た
く
．
干
凡
た
毎
日
々
々
が
積
り
．
時
に
は
非
常
の
危
機
に
際
命
日
し
て
市
も
似
せ
ナ
‘
盤
根
錯
節
に
遭
っ
て
と
そ
始

め
て
出
来
上
っ
た
も
の
で
あ
る
事
を
考
へ
で
も
．
如
何
に
他
に
掛
け
替
へ
の
出
来
ぬ
貴
重
友
存
在
で
あ
る
か
ど
傾
か
れ
る
。

皇
紀
二
千
六
百
年
の
佳
き
年
に
営
り
．
肇
図
大
和
民
於
け
る

E
樹
と
名
木
と
を
記
録
す
る
事
は
．
此
の
佳
き
年
に
際
曾
し
た
五
口
等

が
．
次
の
時
代
の
子
孫
に
残
す
べ
き
一
つ
の
責
務
と
考
へ
る
。
幸
ぴ
奈
良
防
相
社
寺
課
．
公
園
謀
を
始
め
．
岸
田
技
師
．
川
島
投
手
共

他
各
地
各
方
面
の
多
数
の
篤
志
家
の
援
助
を
得
て
、
奈
良
鯨
下
全
般
に
渡
っ
て
此
の
方
面
の
調
査
を
行
仏
、
今
や
そ
の
記
録
が
大
韓

完
成
し
た
υ

豚
下
全
般
に
渡
る
報
告
は
他
の
機
舎
に
譲
り
．
十
訟
に
は
仲
川
．
森
川
雨
氏
の
希
望
に
よ
り
範
園
を
奈
良
に
限
定
し
て
、

奈
良
市
附
近
の

E
樹
と
名
木

（
小
清
水
）

τ
1
8
 

p
↑
 



奈
良
市
附
近
の

E
樹
と
名
木

（
小
清
水
）

凹

奈
良
市
附
近
の

E
樹
と
名
木
と
に
つ
き
紙
面
の
許
す
範
園
で
、
そ
の
主
ム
な
る
も
の
L

一
部
を
紹
介
致
し
た
い
と
思
ふ
。

~ 

樹

:E 

春
日
若
宮
前
の
ク
ス
ノ
キ
（
律
・
珠
章
・
樟
樹
）

我
が
図
現
存
の
百
樹
中
最
大
の
樹
種
は
樟
に
見
ら
れ
る
。
彼
の
鹿
児
島
照
始

良
郡
蒲
生
村
の
八
幡
榊
枇
境
内
に
あ
る
も
の
が
日
本
一
の

E
樹
で
あ
る
。
地
上

一
米
半
の
幹
園
が
賓
に
二
川
ア
こ
米
七
十
糎
も
あ
り
、
樹
齢
八
百
年
以
上
と
推
算

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
の
日
本
一
の

E
樹
に
比
す
れ
ば
‘
奈
良
春
日
若
宮
前
の
棒

は
地
上
一
米
中
T

の
幹
国
十
米
で
．
前
者
の
半
分
に
も
込
ら
ぬ
が
‘
然
し
此
の
飛

び
離
れ
て

E
大
た
鹿
児
島
の
樟
は
別
格
と
し
て
．
他
の
地
方
で
樟
の

E
樹
と
し

て
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
ゐ
る
二
十
三
件
の
樹
に
比
す
る
と
、
ぷ
へ
し
て
、
遜

色
が
友
い
。
今
か
ら
二
十
五
六
年
前
．
本
多
静
六
博
士
が
此
の
樟
を
測
定
さ
れ

た
時
．
目
通
入
米
八
十
糎
と
換
算
さ
れ
て
ゐ
る
。
測
定
の
場
所
や
方
法
に
よ
る

多
少
の
差
は
あ
る
と
し
て
も
．

二
十
五
六
年
間
に
幹
園
が
一
米
も
増
大
し
た
事

は
興
味
あ
る
事
貰
で
あ
る
。
元
来
樟
は
生
長
が
迅
速
で
．
樹
齢
の
割
合
に

E
大

に
な
る
も
の
で
あ
る
。
彼
の
箆
茅
ヶ
原
の
明
治
四
十
一
年
十
一
月
十
四
日
特
別



叉
そ
れ
に
失
ぐ
大
樹
が
何
れ
の
位
置
か
ら
何
れ
の
方
向
に
分
布
し
て
ゐ
る
か
が
興

味
あ
る
問
題
と
ム
な
る
の
で
あ
る
。
先
年
来
．
竹
柏
の
目繁
一
林
を

陸
軍
大
演
矧
円
御
饗
宴
場
た
る
明
治
天
皇
玉
座
祉
に
記
念
梢
樹
さ
れ
た
三
本
の
樟
の
如
き
は
、
相
樹
営
時
の
大
さ
は
不
明
で
あ
る
が
、

僅
々
三
十
三
四
年
後
の
今
日
、
最
大
木
は
賓
に
幹
国
三
米
二
十
糎
に
も
及
ん
で
ゐ
る
の
を
見
て
驚
嘆
せ
ざ
る
を
得
友

い。

ナ

ギ
（
竹
柏
・
山
杉
・
裟
杉
・
烏
心
石
）

春
日
一
柳
苑
の
竹
柏
の
純
林
が
果
し
て
そ
の
昔
．
献
木
か
ら
始
ま
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
自
然
分
布
か
ら
始
ま
っ
た
か
は
．
今
ι
な
ほ
再

柏
林
中
．
最
大
老
樹
は
如
何
た
る
庭
に
あ
る
か
、

検
討
の
必
要
が
た
い
で
も
友
い
が
、
然
し
今
回
収
も
有
力
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
献
木
設
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
と
す
る
と
、
此
の
一
脚
苑
の
竹

奈
良
市
附
近
の

E
樹
と
名
木

（
小
清
水
）

隅
友
く
歩
き
廻
っ
た
結
果
．
春
日
一
肺
枇
南
参
道
の
若
宮
西
市

の柏竹

三
百
米
ば
か
り
の
位
置
の
密
林
中
に
‘
従
来
記
録
さ
れ
て
ゐ

た
最
大
竹
柏
樹
よ
り
も
優
に
一
米
近
く
も
太
い
樹
が
見
営
づ

た
。
地
上
一
米
政
ナ
の
幹
園
四
米
入
十
糎
で
、
古
色
蒼
然
た
る

も
の
で
あ
る
o

十
数
年
前
、
小
倉
博
空
は
営
時
春
日
山
に
於

け
る
竹
柏
の
回
収
古
樹
L
」
せ
ら
れ
て
ゐ
た
幹
国
三
米
九
十
糎
の

樹
齢
を
年
輪
測
定
の
結
果
一
千
年
と
推
算
さ
れ
た
が
、

と

れ

を
基
準
と
し
て
今
度
の
最
大
木
を
推
定
す
る
と
．
優
に
千
数

四



奈
良
市
附
近
の
互
樹
と
名
木

（
小
清
水
）

百
年
を
下
ら
ぬ
も
の
と
な
る
。

四
回

水
谷
神
社
の
イ
ブ
キ
（
ピ
ヤ
ク
シ
ン
）
（
柏
横
・
栢
心
・
自
身
・
白
心
・
槍
・
檎
柏
・
側
柏
・
固
柏
・
刺
柏
・
刺
松
・
崖
柏
樹
・
桔
・
楯
）

水
谷
榊
祉
の
左
側
に
柏
棋
と
杉
と
の
寄
生
木
が
あ
る
。

E
大
友
柏
棋
が
主
鰻
と
た
り
‘
杉
が
そ
の
樹
の
中
に
取
り
込
め
ら
れ
た
形

ぜユ。
ア
セ
ビ

（
授
木
・
米
仔
茶
）

に
友
つ
て
ゐ
る
。
柏
棋
の
幹
園
は
地
上
一
米
牛
の
庭
で
六
米

樹Eの模柏の批判！谷水

五
十
五
糎
に
及
び
、
柏
棋
と
し
て
は
貴
珍
た
存
在
で
あ
る
。

従
来
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
て
ゐ
る
柏
棋
の

E
樹
に

は
、
香
川
牒
小
豆
郡
淵
崎
村
資
生
院
の
も
の
（
地
上
一
米
の

幹
園
七
米
牛
）
、
愛
媛
防
相
宇
摩
郡
松
柏
村
の
も
の
（
地
上
九
十

糎
の
幹
園
入
米
）
、
山
口
市
の
も
の
、
静
岡
牒
四
方
郡
西
浦
村

犬
瀬
崎
榊
枇
の
も
の
（
地
上
一
米
牛
の
幹
園
六
米
三
十
粧
）

の
四
樹
が
あ
る
が
、
水
谷
一
柳
祉
の
柏
棋
は
正
に
静
岡
廓
大
瀬

崎
一
脚
祉
の
も
の
以
上
で
、

貴
重
友
一
存
在
と
云
は
ね
ば
た
ら



． 
ラ
で
あ
る
。
庭
が
同
じ
く
大
和
の
笛
吹
紳
吐
の
．

奈
良
の
標
徴
と
し
て
有
名
友
梗
木
は
、
深
木
で
は
あ
る
が
奈
良
に
相
臨
時
し

い
古
木
が
多
い
。
特
に
春
日
神
苑
の
西
南
部
に
此
の
種
の
純
林
が
美
事
に
分

授

布
し
て
ゐ
る
。
最
大
木
も
此
の
方
面
に
見
営
っ
た
。
地
上
一
米
宇
の
幹
園
賓

比
二
米
三
十
糎
に
も
及
ん
で
ゐ
る
。
奈
良
に
は
何
故
桂
木
が
多
い
か
と
云
ふ

木

事
は
よ
く
問
題
と
な
る
が
、
結
局
．
有
毒
植
物
な
の
で
鹿
の
害
か
ら
免
が
れ

る
事
が
主
た
る
原
因
の
一
っ
と
4
4
へ
ら
れ
る
。

のE. 

ウ
ハ
ミ
ズ
ザ
タ
ラ
（
波
々
迦
）

古
来
か
ら
太
自
の
一
紳
事
の
卜
庭
に
使
用
さ
れ
る
波
々
迦
が
如
何
怠
る
植
物

で
あ
る
か
に
就
て
は
、
種
々
の
考
詮
が
あ
り
、
異
論
も
あ
る
ο

然
し
昔
か
ら
、

由
緒
あ
る
大
和
の
天
香
山
一
脚
吐
や
．
宇
陀
の
水
分
一
脚
祉
の
波
々
迦
た
る
も
の

を
見
る
と
、
日
本
特
産
で
本
州
中
部
地
方
に
庚
く
分
布
す
る
ウ
ハ
ミ
ズ
ザ
ク

こ
れ
も
土
日
か
ら
由
緒
あ
る
波
々
迦
と
稲
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
を
見
る
と
．
支
那
原

産
の
ニ
ハ
ザ
ク
ラ
で
あ
る
。
叉
和
名
抄
に
は
波
々
迦
の
漠
名
を
朱
棲
・
棲
桃
、
即
ち
支
那
原
産
の
ユ
ズ
ラ
ウ
メ
に
営
て
て
ゐ
る
。
白
玉

い
と
凶
取
そ
か
に
施

紀
二
千
六
百
年
の
一
世
原
紳
宮
祭
器
天
香
山
埴
採
に
営
り
．
昭
和
十
四
年
五
月
十
三
日
犬
香
山
紳
祉
の
御
庚
前
に
‘

奈
良
市
脚
近
の

E
樹
と
名
木

（
小
清
水
〉

行
さ
れ
た
太
占
の
一
刑
事
に
は
．
天
香
山
一
伸
一
位
の
ウ
ハ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
が
使
用
さ
れ
た
。
又
昭
和
元
年
御
即
位
御
大
典
に
営
り
‘
悠
紀
主

四
三乙



奈
良
市
附
近
の

E
樹
と
名
木

（
小
清
水
）

図
的
に
も
珍
ら
し
い
存
在
で
正
に
日
本
一
で
あ
る
。

イ
チ
包
ガ
シ
（
石
犠
・
赤
柿
・
赤
皮
）

三
笠
山
の
西
部
山
麓
．
春
日
榊
枇
の
東
方
竹
柏
の
密
林
中

に
E
大
友
イ
チ
ヒ
ガ
シ
が
あ
る
。
地
上
一
米
牛
の
幹
固
九
米

二
十
糎
に
及
ん
で
ゐ
る
。
従
来
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ

れ
て
ゐ
る
此
の
種
の

E
樹
は
．
熊
本
懸
玉
名
郡
南
関
町
大
字

． 

四
六

基
の
薪
問
御
卜
定
に
は
、
釘
島
の
範
卜
家
の
手
を
経
た
ウ
ハ

ミ
ズ
ザ
ク
ラ
が
使
用
さ
れ
、
叉
大
正
天
皇
御
大
典
の
際
に
は
、

日
光
の
ウ
ハ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
が
使
用
さ
れ
た
と
停
へ
ら
れ
て
ゐ

るο
此
の
山
緒
あ
る
ウ
ハ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
の
E
木
が
、
春
日
一
例
枇

の
東
方
三
笠
山
の
西
部
中
腹
部
に
あ
る
事
は
興
味
あ
る
事

で
．
地
上
一
米
中
↑
の
幹
国
賓
に
五
米
三
十
粧
に
も
及
び
．
全石構のli 樹



十
糎
）
と
の
二
樹
で
あ
る
が
、

関
東
の
も
の
（
地
上
一
米
牛
の
幹
閏
九
米
三
十
糎
）
と
．
山
口
牒
美
一凧
郡
共
和
村
大
字
青
影
の
も
の
（
幹
根
境
界
部
の
太
さ
七
米
六

と
の
二
樹
に
優
ら
ば
と
も
劣
ら
ぬ
美
事
た

E
樹
で
．
樹
勢
も
極
め
て
旺
盛
で
．
賓
に
三
笠
山
の
雄
と

も
栴
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
来
イ
チ
ヒ
ガ
シ
は
暖
地
性
の
植
物
で
．
奈
良
の
地
に
此
の
種
の

E
樹
が
比
較
的
多
い
の
は
興
味
あ
る

事
で
あ
る
。
た
ほ
橿
原
一
柳
宮
外
苑
の
古
代
民
族
住
居
仕
か
ら
も

物
の
古
代
に
於
け
る
分
布
を
も
考
察
せ
ら
れ
て
一
居
興
味
あ
る
事
で
あ
る
。

ス

ギ
（
杉
・
山
杉
・
孔
雀
松
）

奈
良
市
附
近
の

E
樹
と
名
木

（
小
清
水
）

此
の
種
の
植
物
の
根
株
や
種
子
が
多
数
出
土
し
た
事
は
．
此
の
植

奈
良
の
大
杉
と
云
ふ
と
、
通
常
奥
山
南
側
自
動
車
道
路
の

春
日
山
看
守
交
呑
所
前
の
も
の
を
指
し
て
ゐ
る
が
、

と
れ
よ

日春

り
も
一
米
以
上
も
大
き
た
大
杉
の
あ
る
事
を
一
般
に
は
知
ら

ぬ
人
が
多
い
。
奈
良
に
於
け
る
最
大
木
た
る
大
杉
は
、
と
の

一
般
呼
稿
の
大
杉

（
地
上
一
米
牛
の
幹
園
九
米
）
よ
り
も
少

し
上
の
道
路
か
ら
柏
と
隔
っ
た
春
日
山
南
部
十
五
銃
一
匿
に
あ

る
。
地
上
一
米
牛
の
幹
園
十
米
三
十
粧
に
及
び
、
全
図
的
に

見
て
も
相
山
口
同
た
E
木
と
云
ふ
事
が
出
来
る
。
杉
の
五
樹
と
し

て
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
に
は
．
高
知
鯨
長

四
七



奈
良
市
附
近
の

E
樹
と
名
木

（
小
清
水
）

四
/¥. 

岡
郡
大
杉
村
八
阪
神
社
境
内
の
も
の
（
地
上
一
米
牛
の
斡
固
十
五
米
）
、
一
隅
井
照
大
野
郡
石
徹
白
村
の
も
の
（
十
四
米
）
．
宮
崎
将
西

臼
杵
郡
椎
葉
村
の
も
の
（
十
三
米
三
十
糠
）
等
を
始
め
．
幹
閏
七
米
以
上
の
も
の
が
賓
に
三
十
件
も
あ
る
。
豆
樹
と
し
て
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
ゐ
る
樹
種
と
し
て
は
杉
が
第
一
で
．
次
が
棒
で
あ
る
。

奈
良
春
日
山
附
近
の
老
杉
は
昭
和
九
年
の
鵬
風
で
多
数
倒
れ
た
が
．
そ
の
中
最
古
木
と
さ
れ
て
‘ゐ
た
目
通
九
米
の
も
の
で
あ
っ
て

も
‘
そ
の
樹
齢
は
六
百
年
位
と
推
算
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
‘
杉
は
比
較
的
樹
齢
の
若
い
も
の
で
あ
る
。
た
ほ
奈
良
の
老
杉
は
多
く

は
オ
ホ
シ
ロ
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
菌
の
寄
生
に
よ
り
、
そ
の
心
材
部
が
侵
蝕
さ
れ
、
更
に
落
雷
共
他
の
関
係
で
頂
上
が
著
し
く
枯
損
し

て
ゐ
る
。

タ
ヌ
ギ
（
機
・
歴
木
・
橡
椀
樹
・
青
剛
樹
・
土
骨
皮
・
概
椴
）

春
日
神
社
一
ノ
鳥
居
附
近
に

E
大
た
ク
ヌ
ギ
が
あ
る
。
地
上
一
米
宇
の
幹
国
三
米
五
十
八
糎
に
及
ん
で
ゐ
る
。
近
来
サ
ル
ノ
コ
シ

カ
ケ
菌
や
、
轟
害
に
冒
さ
れ
、
今
に
し
て
保
強
工
作
を
講
ぜ
ね
ば
、
数
百
年
の
歴
史
を
語
る
此
の

E
樹
も
一
朝
に
し
て
消
失
す
る
も

の
と
思
は
れ
る

Q

ク
ヌ
ギ
に
つ
い
て
は
奈
良
に
は
関
係
が
友
い
が
、
日
本
書
紀
景
行
天
皇
十
八
年
筑
紫
巡
幸
の
段
に
興
味
あ
る
倖
設
が
記
さ
れ
て
ゐ

る
。
天
皇
此
年
秋
七
月
辛
卯
朔
甲
子
、
筑
紫
後
閣
の
御
木
に
到
っ
て
、
高
田
行
宮
に
居
ら
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
時
に
憧
れ
た
樹

が
あ
っ
て
‘
長
さ
九
百
七
十
丈
。
百
寮
共
の
樹
を
踏
ん
で
往
来
す
る
と
云
ふ
有
様
．
愛
に
天
皇
問
仏
給
び
て
日
く
、
是
は
何
樹
た
る

ク
ヌ
ギ

一
老
夫
有
り
て
答
へ
奉
る
に
、
走
は
歴
木
（
扶
桑
木
）
と
申
す
樹
な
り
と
ο

嘗
未
だ
優
れ
ぬ
先
に
は
朝
日
の
光
に
蛍
り
て
は

か
と
。



モ
タ
コ
タ
（
厚
皮
香
・
水
木
梶
）

杵
島
山
を
陰
し
、
夕
日
の
光
に
営
り
で
は
阿
蘇
山
を
覆
し
て

ゐ
た
も
の
で
あ
る
と
。
そ
と
で
天
皇
は
是
の
樹
は
紳
木
で
あ

機

る
、
故
に
是
の
閣
を
宜
し
く
御
木
閣
と
披
す
べ
し
と
仰
せ
ら

れ
た
と
の
事
で
あ
る
。
今
日
の
三
池
は
、
奮
御
木
と
精
し
、

の

此
の
地
方
に
此
の
夢
の
様
に

E
大
た
墜
木
が
あ

っ
た
底
で

li 

今
日
の
三
池
炭
坑
の
石
炭
は
此
の
木
の
根
が
炭
化
し
た
も
の

樹

で
あ
る
と
か
。
友
ほ
ク
ヌ
ギ
は
桧
の
療
病
菌
の
中
間
宿
主
と

友
る
も
の
で
あ
る
。
奈
良
公
園
の
松
に
療
病
の
北
較
的
少
い

の
は
．

ク
ヌ
ギ
が
少
い
関
係
と
忠
は
れ
る
。

モ
ク
コ
ク
は
暖
地
性
の
植
物
で
あ
る
が
、
奈
良
の
春
日
若
宮
前
に
、
地
上
一
米
牛
の
斡
国
ニ
米
に
及
ぶ
も
の
が
あ
る
。
従
来
此
の

種
の
植
物
で
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
に
は
、
奮
松
平
大
事
頭
の
藩
邸
で
あ
っ
た
現
東
京
文
理
科
大
島
一
構
内
の
も

の
（
地
上
一
米
牛
の
幹
国
二
米
五
十
五
糎
可
東
京
美
術
息
一
段
構
内
の
も
の
（
二
米
五
十
七
糎
）
．
庚
島
懸
忠
海
町
入
幡
榊
社
世
叢
の

も
の
（
一
米
九
十
糎
）
の
三
樹
が
あ
る
。
た
ほ
奈
良
に
は
宇
陀
郡
宇
賀
士
山
村
に
も
此
の
種
の
地
方
的
E
樹
が
あ
る
。

奈
良
市
附
近
の

E
樹
と
名
木

（
小
清
水
〉

四
九



奈
良
市
附
近
の
五
樹
と
名
木

（
小
清
水
）

ア
カ
シ
デ
（
見
風
乾
）

ニ
笠
山
の
．西
北
中
腹
部
に

E
大
た
ア
カ
シ
デ
が
あ
る

Q

地

上
一
米
宇
の
幹
国
五
米
八
十
糎
に
及
ん
で
ゐ
る
。
此
の
種
の

樹
は
、
本
来
温
帯
の
中
北
部
に
よ
く
生
育
す
る
植
物
で
、
暖
地

性
の
植
物
が
多
く
存
在
す
る
三
笠
山
に
此
の
種
の
五
樹
が
混

在
し
て
ゐ
る
事
は
植
物
分
布
上
か
ら
興
味
あ
る
事
で
あ
る
。

此
の
種
の

E
樹
が
滋
賀
牒
犬
上
郡
多
賀
村
に
も
あ
る
（
地

互L
0 

樹 E の ダ シ カ ア

上
一
米
牛
の
幹
国
六
米
）
。
土
地
の
人
は
之
を
飯
盛
木
と
稿
し

て
ゐ
る
。
そ
の
謂
は
．
人
皇
第
四
十
四
代
の
元
正
天
皇
の
御

の梅楊

病
気
御
快
怒
祈
願
の
際
、
此
の
木
を
切
っ
て
飯
匙
を
作
り
紳

ル
付
に
添
へ
て
多
賀
神
社
に
奉
献
し
て
大
願
成
就
し
た
事
か
ら

樹 E

起
り
、
後
世
多
賀
杓
子
と
し
て
知
ら
る
1
4

に
至
っ
た
と
停
へ

ら
れ
て
ゐ
る
。

ヤ
マ
号
号
（
楊
梅
・
龍
晴
・
樹
梅
）



... 
名

木

手
向
山
八
幡
宮
前
観
一
音
堂
境
内
に
ヤ
マ
モ
モ
の

E
樹
が
あ
る
。
地
上
一
米
の
幹
国
三
米
牛
に
及
び
、
暖
地
性
植
物
の
巨
樹
と
し
て

貴
重
た
存
在
で
あ
る
。
此
の
種
の
鮒
で
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
ゐ
る
E
樹
と
し
て
は
、
山
口
牒
美
耐
郡
共
和
村
大
字
青
影
の
も

の
で
．
地
上
一
米
牛
の
幹
園
が
四
米
六
十
糎
あ
る
。
奈
良
の
ヤ
マ
モ
モ
は
此
の
互
樹
に
次
で
珍
ら
し
い
存
在
で
あ
る
。

奈
一
具
八
重
楼

奈
良
の
名
木
と
云
へ
ば
、
何
と
云
っ
て
も
先
づ
第
一
に
奈
良
八
重
棲
に
指
を
加
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
平
安
朝
の
才
媛
、
伊
勢
大
輔
の

い
に
し
へ
の
奈
良
の
都
の
八
重
棲

け
ふ
と
と
の
へ
に
匂
仏
ね
る
か
左

此
の
入
重
棲
が
如
何
怠
る
種
類
の
楼
で
あ
っ
た
か
は
、
厳
格
の
意
味
で
は
知
る
由
も
ムな
い
が
、
然
し
奈
良
の
都
に
は
、
古
く
か
ら

著
し
い
重
持
の
楼
が
あ
っ
た
事
は
．
詞
華
集
、
沙
石
集
、
徒
然
草
．
楼
口
問
、
諸
図
但
人
談
．
榊
巷
談
苑
．
猿
蓑
集
、
袋
草
紙
等
の
古

い
文
献
か
ら
も
知
る
事
が
出
来
る
。

偶
三
ニ
好
博
士
は
．
奈
良
の
片
隅
に
あ
る
知
足
院
の
裏
薮
に
、
人
知
れ
守
し
て
咲
い
て
ゐ
た
、
い
と
貴
品
あ
る
古
び
た
八
重
楼
を
閥

て
、
棲
口
問
や
古
名
録
等
に
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
つ
古
花
」
に
類
す
る
珍
奇
た
八
重
棲
と
同
種
の
も
の
左
り
と
看
倣
さ
れ
、
大
正
十
二
年
に

知
足
院
奈
良
入
重
棲
と
し
て
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
‘
史
蹟
上
、
文
民
干
上
、
純
物
患
で
上
貴
重
友
存
在
と
た
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

現
在
の
知
足
院
に
は
．
初
代
の
奈
良
入
重
楼
（
指
定
九
回
同
時
の
株
は
三
代
目
）
か
ら
引
績
き
自
然
分
葉
に
よ
る
第
四
代
目
株
（
地
上

奈
良
市
附
近
の

E
樹
と
名
木

（
小
清
水
）

五



奈
良
市
附
近
の

E
樹
と
名
木

（
小
清
水
）

互ζ

一
米
牛
の
幹
園
四
十
糎
）
、
及
第
五
代
田
株
（
幹
園
十
五
糎
）
が
僅
か
に
飴
命
を
保
っ
て
残
っ
て
ゐ
る
が
、
此
の
由
緒
あ
る
と
の
場
所

の
八
重
楼
の
保
存
に
は
特
に
寓
全
の
策
を
講
じ
た
い
も
の
で
あ
る
。
ム
な
ほ
此
の
他
、
東
大
寺
、
師
範
墜
校
．
公
命
口
堂
、
春
日
榊
祉
、

春
日
若
宮
．
女
高
師
．
公
園
の

一
部
等
に
も
此
の
種
の
棲
が
あ
る
が
、

元
々
樹
勢
が
早
く
衰
へ
る
樹
種
と
見
え
て
、
愛
護
の
手
が
綬

む
と
す
ぐ
枯
損
L
て
来
る
。
特
に
他
の
棲
と
異
り
、
挿
木
は
勿
論
、
接
木
等
も
頗
る
困
難
で
‘
従
っ
て
そ
れ
だ
け
叉
教
の
少
い
貴
重

た
存
在
と
怠
る
理
で
あ
る
。
現
在
奈
良
に
於
け
る
此
の
種
の
最
大
木
は
公
命
日
堂
前
の
地
上
一
米
半
の
幹
国
一
米
十
五
糎
の
も
の
と
．

女
高
師
の
一
米
の
も
の
と
で
あ
る
。

奈
良
の
地
以
外
に
は
先
づ
京
都
の
賓
鏡
寺
（
地
上
一
米
半
の
幹
園
一
米
九
十
糎
友
る
も
樹
勢
と
み
に
衰
へ
て
ゐ
る
）
と
桂
離
宮
と

に
あ
る
。
此
の
二
樹
は
天
保
十
年
の
頃
、
桂
離
宮
に
関
林
堂
を
建
て
給
び
し
時
、
此
の
堂
前
と
．
賓
鏡
寺
と
に
老
木
の
穏
を
接
木
し

た
も
の
で
．

そ
の
京
の
老
木
も
元
は
奈
良
の
僧
都
か
ら
態
々
平
安
京
に
献
じ
た
も
の
で
あ
る
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
叉
芭
蕉
が

一
里
は
み
友
花
も
り
の
子
孫
か
や

と
詠
ん
だ
伊
賀
花
垣
村
に
も
．
奈
良
八
重
棲
の
古
木
（
地
上
一
米
牛
の
斡
国
一
米
牛
）
が
あ
る
。
人
に
よ
る
と
．
此
の
地
が
奈
良
八

重
慢
の
原
木
の
所
在
で
あ
っ
た
と
し
て
ゐ
る
が
、
然
し
沙
石
集
に
記
し
て
あ
る
様
に
、
「
一

一保
天
皇
の
中
宮
（
上
東
門
院
）
が
そ
の
別

営
に
仰
せ
て
、
宮
中
に
入
重
棲
を
運
び
移
し
植
ゑ
ら
れ
ん
と
し
た
時
．
興
一
耐
寺
僧
徒
が
騒
ぎ
立
て
た
の
で
．
そ
れ
を
中
止
さ
れ
た
ば

か
り
で
友
く
、
奈
良
法
師
は
心
友
き
者
と
し
、
此
の
棲
を
わ
が
棲
と
名
づ
け
ん
矯
め
．
伊
賀
園
徐
野
庄
を
寄
進
せ
ら
れ
．
花
垣
の
庄

と
せ
ら
れ
、
棲
に
は
堵
を
せ
さ
せ
ら
れ
て
、
花
の
盛
七
日
間
宿
直
し
て
是
を
守
ら
せ
ら
る
。
」
と
あ
る
事
等
か
ら
考
察
す
る
と
．
矢
張
奈

良
が
此
の
種
の
撲
の
原
産
で
、
花
畑
一
の
庄
の
花
守
が
、
そ
の
一
株
を
花
垣
の
庄
に
奈
良
か
ら
移
植
し
て
愛
護
し
た
も
の
と
忠
は
れ
る
。



九
重
楼
（
奈
良
久
重
棲
）

奈良重捜

賞結の槙重入良奈

ザ
ク
ラ
が
重
郷
化
し
た
も
の
で
、

友
ほ
此
の
奈
良
八
重
楼
は
、
植
物
事
的
に
見
る
と
．
赤
芽
系
統
の
オ
ク
ヤ
マ

・
五一一一

奈
良
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
北
東
隅
に
、
地
上
一
米
牛
の
幹
国
二
米
六
粧
の
、
樹
勢
極
め
て
旺
盛
友
、
美
し
い
入
重
棲
が
あ
る
。
往
年
ふ

奈
良
で
は
毎
年
五
月
一
日
頃
が
減

開
で
あ
る
。
花
桝
の
教
は
平
均

十
五
六
枚
で
、

八
重
に
し
て
而
も

と
し
た
事
か
ら
九
重
楼
と
稿
せ
ら
れ
、

;I、

よ
く
結
賓
す
必
珍
ら
し
い
種
類
で

そ
れ
以
来
九
重
棲
と
し
て
通
っ
て
ゐ
る
が
、
古
く
か
ら
存
在
す
る
天
下
に
名
の
通
っ
た
九
重

あ
る
。
雌
．
薬
の
教
も
多
く
は
二
個

以
上
で
．
多
き
は
五
個
に
及
ぶ
事

が
あ
る
。
愛
芽
力
の
あ
る
種
子
が

一
花
に
数
個
出
来
る
の
も
興
味
あ

る
形
態
で
あ
る
。

奈
良
市
附
近
の

E
樹
と
名
木

（
小
清
水
〉

楼
と
は
異
る
も
の
で
あ
る
か
ら
．
混
同
を
避
け
る
篤
め
に
は
寧
ろ
．
奈
良
九
重
棲
と
か
、
新
九
重
模
と
か
稿
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と



奈
良
市
附
近
の

E
樹
と
名
木

（
小
清
水
〉

槌

忠
は
れ
る
。
此
の
棲
は
赤
芽
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
重
柵
測
に
友
っ
た
も
の
で
．

五
！とq

般
に
翠
咲
の
他
の
入
重
模
ー
と
異
り
．
花
に
憧
が
れ
る
四
月
に
‘
普
通
の
山
棲

ヌミ
F司王

の
開
花
と
同
時
に
開
花
す
る
の
が
美
知
で
あ
る
。

良

七
本
杉

力A

三
笠
山
の
店
、
上
に
七

本
杉
と
稀
す
る
．
七
本

の
大
杉
が
南
北
に
一
列

に
列
ん
で
、
そ
の
根
株

が
互
に
結
合
し
て
ゐ
る

も
の
が
あ
る
。
・
此
の
杉

前
に
．
一
本
の
杉
の
大
木
が
、
恐
ら
く
鴎
風
の
矯
め
に
倒
さ
れ
た
庭
，
そ
の
ま

は
約
三
百
年
内
外
の
以

t
A

根
が
土
中
に
埋
も
れ
て
ゐ
た
矯
め
祈
着
し
、
偶
と
そ
の
横
校
の
七
本
が
生
育

し
て
夫
々
主
幹
欣
に
な
り
、
今
日
に
至
っ
た
も
の
と
確
認
す
る
に
難
く
友
い
。

七
本
杉
中
、
南
の
第
一
統
樹
が
一
番
太
く
．
地
上
一
米
牛
の
幹
固
が
三
米
七

ーヒ木杉



十
四
糎
も
あ
る
。

そ
の
北
の
第
二
披
樹
は
幹
園
二
米
九
十
七
糎
で
あ
る
が
最
近
惜
し
く
も
枯
損
に
頻
し
て
ゐ
る
o

第
三
披
樹
は
幹

国
二
米
六
十
七
糎
、
第
四
球
樹
は
幹
国
一
米
四
十
糎
、
第
五
披
樹
は
、
往
年
枯
損
し
、
他
の
杉
を
補
値
し
た
も
の
で
、
幹
闇
四
十
糎
、

第
六
披
樹
は
幹
国
三
米
三
十
七
糎
、
第
七
披
樹
は
幹
園
二
米
二
十
七
組
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
植
物
形
態
墜
上
興
味
あ
る
存
在
で

あ
る
。摂

杉
春
日
山
の
裏
山
に
嘗
る
芳
山
の
自
動
車
道
路
近
く
に
、
摂
杉
と
稀
し
て
、
樹
皮
が
著
し
く
振
れ
た
‘
伸
の
よ
い
杉
の
大
木
が
あ
る
o

地
上
一
米
宇
の
幹
園
四
米
七
十
糎
で
、
授
の
度
は
二
十
二
度

奈
良
市
附
廷
の

E
樹
と
名
木

ハ
小
清
水
〉

内
外
で
、
旋
回
度
は
僅
少
で
あ
る
が
、
何
八
刀
大
き
く
て
高
い

の
で
、
存
外
多
く
振
れ
て
ゐ
る
か
の
様
に
見
受
け
ら
れ
る
ο

振

此
の
振
れ
た
理
由
が
遺
停
的
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
後
天
的

機
倣
刺
戟
に
よ
っ
た
の
か
、
或
は
突
然
愛
異
に
蹄
因
し
た
の

杉

か
不
明
で
あ
る
が
、
此
の
樹
の
種
子
を
蒔
い
て
苗
が
出
来
て

も
そ
の
苗
の
幹
が
別
に
振
れ
ぬ
の
を
見
る
と
遺
停
の
矯
め
と

も
忠
は
れ
ね
。
兎
に
角
特
殊
た
形
態
を
一不
す
植
物
と
し
て
興

味
あ
る
存
在
で
あ
る
。

五
五



奈
良
市
附
近
の

E
樹
と
名
木

一
艮
排
杉

ハ
小
清
水
）

五
六

一
一
月
堂
の
西
斜
面
の
芝
生
の
上
比
一
本
の
杉
の
大
樹
が
あ
る
。
良
耕
杉
と
稀
し
て
有
名
で
あ
る
。
良
耕
借
正
が
二
歳
の
時
、
近
江

と
れ
に
撲
は
れ
．

図
志
賀
里
（
一
訟
に
相
模
の
園
）
で
‘

母
親
が
桑
の
葉
を
摘
む
問
‘
樹
陰
に
置
か
れ
た
底
．
大
鷲
が
現
は
れ
て
．

現
代
の
杉
の
樹
は
そ

此
の
杉
の
樹
の
民
に
置
か
れ
た
と
云
ふ
停
訟
の
杉
で

の
後
何
代
目
の
も
の
か
は
知
ら
ぬ
が
‘
地
上
一
米
牛
の
幹
園
が
六
米
四
十
六

糎
あ
り
．
由
緒
あ
る
樹
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

楠石の前紳母子鬼

＝
月
堂
前
鬼
子
母
神
の
石
摺

一
一
月
堂
前
の
鬼
子
母
神
前
に
十
数
本
の
石
楠
樹
が
柵
献
に
密
植
し
て
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
樹
校
に
、
三
つ
成
の
石
橋
の
果
賓
が
、
武
運
長
久
や
、
子
供
の

安
泰
を
祈
っ
た
紙
片
と
共
に
竪
く
結
び
着
け
ら
れ
‘
子
を
忠
ふ
親
心
が
涙
ぐ

ま
し
い
ま
で
に
感
ぜ
ら
れ
る
。

鬼
子
母
一
肺
と
石
織
と
の
因
縁
は
次
の
様
た
停
一
説
か
ら

起
っ
た
も
の
で
あ

る。
鬼
子
母
一
脚
女
、
好
ん
で
人
の
子
を
と
り
咲
ふ
の
で
あ
っ
た
。
緯
隼
之
を
憂



友
い
o
」
一
川
女
怒
っ
て
日
く
、
「
仰
は
慈
悲
と
聞
き
つ
る
に
、
た
ど
で
か
、

人
高
を
恐
し
め
る
程
で
あ
っ
た
。

脚
伴
隼
一
柳
女
を
設
き
宣
ふ
や
う
、
「
汝
は
千
人
の
子
の
う
ち
一
人
を
失
ふ
の
み
で
あ
る

Q

憂
ふ
る
事
は

か
く
も
無
情
の
言
葉
を
篤
す
の
で
あ
る
か
、
天
が
下
子
を

仏
給
仏
、
そ
の
一
女
子
を
か
く
さ
れ
た
。
紳
女
狂
ぜ
ん
計
り
猛
り
、
連
日
、
連
夜
を
分
ち
友
く
叫
び
莞
む
る
の
聾
、
須
摘
を
振
は
し

か
く
し
て
心
に
か
L
ら
ぬ
も
の
が
あ
ら
う
か
」
と
、
様
隼
設
き
給
ふ
や
う
、

「
汝
千
子
の
中
一
人
を
失
っ
て
さ
へ
、

、A
’
・
、
ノ
円
H
白、「↑
L

カ
ー〈
び
一
，
w
メ
く
ま

ふ。

汝
人
の
子
を
と
り
て
唆
ふ
、
主
パ
の
親
の
心
如
何
ば
か
り
か
」
と
、
一
紳
女
さ
め

A
＼
と
泣
き
悔
め
る
を
見
．
穣
隼
か
く
し
給
ぴ
し

一
子
を
出
し
返
し
血
ハ
へ
、
官
一
は
く
、
「
汝
以
後
人
の
子
を
咲
ふ
と
と
勿
れ
、
若
し
も
人
の
肉
を
唆
は
ん
と
忠
は
ば
．
此
の
田
沢
を
味
へ
よ
O
L

と
石
橋
を
輿
へ
給
う
た
と
云
ふ
。

春
日
神
社
の
七
寄
生
木

士：

春
日
榊
祉
の
西
一
長
に
有
名
友
七
寄
生
木
が
あ
る
。
ヤ
マ
ザ

寄

ク
ラ
（
蓄
被
科
）
が
最
古
木
と
し
て
主
躍
と
た
り
、

フ
ヂ
（
萱

生

科）‘

ヤ
ブ
ツ
パ
キ
（
山
茶
科
）
、

ナ
ン
テ
シ
（
小
柴
科
）
、
イ

オミ

カ
ヘ
デ
（
械
樹
科
）
、

一
ハ
ト
コ
（
忍

ス
ノ
キ
（
金
綾
梅
科
）
．

各
科
）
の
七
種
の
植
物
で
‘
而
も
何
れ
も
分
類
皐
上
科
の
全

く
鼻
、
っ
た
．
遠
縁
の
植
物
が
一
ケ
所
に
．
融
和
し
て
混
植
さ

奈
良
市
附
近
の

E
樹
と
名
木

（
小
清
水
）

れ
‘
且
つ
互
に
繁
茂
し
て
ゐ
る
の
を
見
る
と
．
我
が
皇
閣
の
入
紘
一
宇
の
大
精
榊
に
到
す
る
榊
の
教
か
の
如
く
忠
は
れ
て
．
五
口
々
一
誠

五
七



奈
良
市
附
涯
の

E
樹
と
名
木

（
小
清
水
）

五
人

に山｛
一夜
恨
の
念
に
た
へ
ぬ
も
の
で
あ
る
、

春
日
神
社
林
檎
の
庭
の
林
檎

春
日
榊
壮
大
庚
前
に
林
倫
の
庭
が
あ
り
、

一
本
の
リ
ン
ゴ
樹
が
植
ゑ
て
あ
る
。
林
檎
の
庭
は
、
臨
御
の
庭
た
り
と
す
る
設
も
あ
る

が
、
そ
れ
は
．
そ
の
方
面
の
専
門
家
に
委
ね
‘
認
に
は
林
檎
怠
る
文
字
を
検
討
し
て
見
る
と
．
林
檎
の
文
字
は
、
本
来
支
那
原
産
の

梨
属
の
純
物
百
円

g
冨
包

gHL・
（
林
檎
・
平
果
・
横
果
・
頻
果
・
文
林
郎
果
）
．
或
は
句
可

E
g
o
s
S
F・
（
林
檎
・
海
栄
花
・

山
剤
子
・
疋
確
）
乃
至
は
、
支
那
原
産
で
古
く
か
ら
日
本
に
渡
来
し
て
来
て
ゐ
る
ワ
リ
ン
ゴ

冨
巴

g
M訪日
p
t
s
z呉
包
．
或
は
本

州
中
部
地
方
に
分
布
す
る
ズ
ミ
一
名
コ
リ
ン
ゴ

昌
巳
cm
回
目
。
ず
。

5
ロ
H
W
⑦
ケ
仏

に
嘗
て
べ
き
も
の
で
．
欧
洲
原
産
の
．
明
治
四
．
五

年
の
頃
渡
来
し
た
セ
イ
ヤ
ウ
リ
ン
ゴ

冨
巳
ロ
ω
司
自
民
－

mHS司
・
（
目。

5
0
m
t
s
p
g
o日仏
・

に
は
陵
果
・
頻
果
或
は
平
果
友
る
漢
字
を

営
て
る
の
が
常
で
あ
る
。
古
代
か
ら
由
緒
あ
る
紳
聖
た
大
康
前
に
は
、
士
口
く
か
ら
歴
史
に
結
び
つ
い
た
東
洋
の
林
檎
と
そ
望
ま
し
い

も
の
で
あ
る
。

花
の
松

数
年
前
ま
で
‘
奈
良
公
園
五
重
塔
の
北
隣
の
東
金
堂
前
に
有
名
友
「
花
の
松
」
と
稿
す
る
奈
良
公
園
第
一
の
黒
松
が
あ
っ
た
。
（
地

上
一
米
牛
の
幹
固
五
米
牛
）
。
多
年
風
雨
、
病
最
害
に
侵
害
さ
れ
、
種
々
の
復
活
策
を
行
っ
た
の
に
も
拘
ら
守
、
遂
に
空
し
く
枯
死
し
、

昭
和
十
二
年
十
月
十
六
日
惜
し
く
も
姿
を
治
し
て
し
ま
っ
た
。



奉
諦
大
一
衆
妙
典
震
興
一
隅
寺
東
金
堂
花
之
松
従
金
口
直
詮
頓
詮
十
一
首
堤

此
め
名
木
を
切
り
去
る
に
際
し
、
盛
大
友
追
悼
舎
が
行
は
れ
、
大
和
毎
日
新
聞
が
施
主
と
友
り

い
と
懇
友
、
長
い
塔
婆
が
立
て
ら
れ
た
ω

純
物
愛
護
心
の
現
れ
と
し
て
誠
に
床
し
い
感
が
し
た
。

友
る此

の
木
の
初
代
は
．
弘
法
大
師
が
興
一附
寺
・に
御
手
向
の
花
と
し
て
柿
ゑ
ら
れ
た
と
倖
へ
ら
れ
、
最
近
枯
れ
た
樹
は
、
今
か
ら
二
百

三
四
十
年
前
、
元
禄
の
頃
、
先
代
の
松
の
後
穫
と
し
て
庚
瀬
佐
弐
左
衛
門
な
る
篤
志
家
が
献
植
し
た
も
の
で
あ
る
と
一
玄
は
れ
て
ゐ
る
。

そ
の
後
、
二
千
六
百
年
の
佳
き
年
に
際
し
．
公
園
課
で
は
、
新
後
植
の
黒
松
（
地
上
一
米
牛
の
幹
国
三
十
五
糎
）
を
値
ゑ
た
が
、
何

れ
叉
後
世
吾
々
の
子
孫
に
、
歴
史
的
存
在
と
し
て
皇
紀
二
千
六
百
年
常
時
を
物
語
る
貴
重
な
E
木
と
な
る
事
と
忠
は
れ
る
。

奈
良
市
附
近
の

E
樹
と
名
木

ハ
小
清
水
）

白
竜
寺
の
一
噛
椿
（
五
色
椿
）

自
宅
寺
に
．

一
本
の
椿
樹
で
あ
り
た
が
ら
、
純
白
・
純

椿繭の寺毒白

紅
及
び
紅
白
種
々
の
程
度
に
斑
入
に
な
っ
た
、

い
と
美
し

い
棒
が
あ
る
。
末
梢
に
至
る
ま
で

4

吹
き
分
け
に
友
り
、
色

調
が
種
々
あ
る
の
で
、
五
色
椿
と
も
稀
し
て
ゐ
る
。
此
の

種
の
花
を
つ
け
る
椿
は
京
都
の
椿
寺
の
椿
を
始
め
、
所
々

に
見
交
ら
れ
る
が
、
白
書
寺
の
も
の
は
比
較
的
古
木
で
、

地
上
一
米
宇
の
幹
園
八
十
糎
に
及
ん
で
ゐ
る
。
此
の
寺
に

ヨ主
九



奈
良
市
附
近
の

E
樹
と
名
木

（
小
清
水
）

。

杖
を
曳
く
者
が
少
い
の
で
、
年
々
淋
し
く
咲
い
て
は
淋
し
く
散
っ
て
、
年
を
重
ね
て
ゐ
る
。

雌

柊

メ
ヒ
ヒ
ラ
ギ

奈
良
公
園
飛
火
野
に
雌
柊
と
通
栴
す
る
、
葉
に
刺
の
友
い
、

一
見
木
犀
の
葉
の
様
た
形
を
し
た
柊
が
あ
る
。
地
上
一
米
牛
の
幹
園

一
米
牛
で
．
葉
に
刺
が
た
い
の
で
雌
柊
と
稀
ん
で
ゐ
る
。
然
し
此
の
名
前
は
植
物
準
的
友
名
稀
で
は
友
い
。
他
の
地
に
も
此
の
種
の

も
の
が
め
る
が
、
柊
の
饗
種
と
し
て
興
味
が
あ
る
。

京
都
の
下
賀
茂
一
柳
枇
境
内
に
柊
榊
祉
が
あ
り
、
如
何
な
る
値
物
を
献
じ
て
も
、

こ
こ
で
活
着
す
る
と
刺
の
あ
る
葉
．
即
ち
柊
と
た

る
と
，
栴
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
一
終
日
始
め
種
々
の
有
刺
葉
純
物
は
、
幼
十
聞
の
頃
は
そ
の
葉
に
刺
の
た

い
場
合
が
多
い
。
庭
が
之
等
の
十
聞
を
柿
…

ゑ
て
か
ら
．
そ
れ
が
一
定
の
大
さ
に
生
長
す
る
と
．
本
来
の
刺
の
あ
る
葉
が
次
第
に
現
は
れ
て
来
る
場
合
が
多
い
。
柊
榊
枇
の
柊
も

此
の
賠
で
一
理
が
あ
る
事
が
飯
か
れ
る
。

奈
良
の
雌
柊
は
仮
令
生
長
し
て

E
木
に
友
つ
で
も
．
相
愛
ら
ヂ
葉
に
刺
が
全
然
左
い
か
、
或
は
あ
っ
て
も
極
め
て
ゆ

J

い
と
こ
ろ
の

特
製
種
で
あ
る
ο

警
捜
院
大
御
堂
の
寄
生
木

菩
堤
院
大
御
堂
前
K
．
公
孫
樹
と
、
棒
と
．
援
と
の
三
種
類
の
植
物
の
寄
生
木
が
あ
る
。
公
孫
樹
が
主
鎧
と
な
り
、
そ
の
幹
の
昼

洞
部
に
、

E
大
た
棒
の
主
幹
が
挿
入
し
て
生
育
し
て
ゐ
る
。
叉
公
孫
樹
の
南
面
の
校
肢
に
は
援
が
寄
生
し
て
ゐ
る
。
公
孫
樹
の
大
さ



は
地
上
一
米
中
T

の
幹
園
五
米
四
十
糎
で
、

初
瀬
の
素
案
雄
紳

祉
の
公
孫
樹
（
地
上
一
米
牛
の
幹
園
六
米
七
十
五
糎
）
に
は
及

木生寄の前堂御大院提菩

ば
友
い
が
、
奈
良
市
内
で
は
先
づ
此
の
種
の
第
一
の
五
木
で

あ
る
。向

ほ
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
て
ゐ
る
公
孫
樹
の

E

木
は
、
十
五
件
あ
る
が
、
就
中
岩
手
牒
九
戸
郡
久
慈
町
長
泉

寺
境
内
の
も
の
は
地
上
一
米
牛
の
幹
国
十
四
米
に
も
及
び

此
の
種
の
百
一
樹
中
最
高
記
録
を
示
し
て
ゐ
る
。
然
し
指
定
さ

の
を
以
て
見
れ
ば
．
奈
良
の
此
の
公
孫
樹
も

貴
重
な
存
在
と
云
は
ね
ば
た
ら
お
。

れ
て
ゐ
る
も
の
L
中
に
は
僅
々
五
米
牛
位
の
も
の
さ
へ
あ
る

奈
良
市
附
近
の

E
樹
と
名
木

（
小
清
水
〉

ノ、


